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一
九
四
五
年
の
敗
戦
を
迎
え
て
い

る
と
い
う
事
実
に
！　

こ
の
国
独

特
の
時
代
区
分
で
大
正
期
と
昭
和

期
を
無
意
識
の
う
ち
に
区
分
し
て

し
ま
う
の
で
、
大
正
か
ら
昭
和
へ

の
連
続
と
い
う
側
面
が
見
落
さ
れ

が
ち
な
の
だ
。
し
か
し
関
東
大
震

災
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
へ
の
時

間
的
な
距
離
は
想
像
以
上
に
短
い
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二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
の
東

日
本
大
震
災
以
降
の
こ
の
国
の
現

実
を
改
め
て
突
き
つ
け
ら
れ
る
思

い
で
い
る
。
地
震
や
津
波
に
よ
る

直
接
の
甚
大
な
被
害
、
さ
ら
に
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
爆
発
後

の
状
況
は
、
依
然
と
し
て
混
沌
と

し
た
ま
ま
で
あ
る
。
今
な
お
一
〇

数
万
人
の
避
難
民
が
存
在
す
る
一

方
で
、「
復
興
計
画
」
は
遅
々
と

し
て
進
ま
ず
、
被
災
者
支
援
活
動

も
停
滞
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る
。

し
か
し
そ
の
一
方
で
、
こ
の
国
の

政
治
や
経
済
の
局
面
は
、
い
つ
の

間
に
か
震
災
以
前
の
そ
れ
に
復
し

つ
つ
あ
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
私
が
仕
え
る
東
駒

形
教
会
は
一
九
二
三
年
（
大
正

一
二
年
）
の
関
東
大
震
災
の
被

災
者
救
援
活
動
の
中
か
ら
生
れ

た
。
賀
川
豊
彦
と
数
人
の
若
者
た

ち
が
、
神
戸
か
ら
上
京
し
て
、
最

も
被
災
の
激
し
か
っ
た
東
京
の
下

町
、
本
所
に
テ
ン
ト
を
張
り
、
そ

こ
を
拠
点
に
し
て
救
援
活
動
を
始

め
た
。
今
年
は
関
東
大
震
災
か
ら

ち
ょ
う
ど
九
〇
年
に
あ
た
る
の

で
、
私
た
ち
の
教
会
も
創
立
九
〇

年
を
迎
え
る
。
改
め
て
古
い
資
料

や
当
時
の
救
援
活
動
の
記
録
を
読

み
直
し
て
い
て
、
ハ
ッ
と
気
づ
か

さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
あ
の
大
震

災
か
ら
わ
ず
か
二
二
年
後
に
は

背
景
に
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
来

た
。
し
か
し
こ
の
天
照
園
開
拓
移

民
を
皮
切
り
に
、
東
京
湾
の
埋
め

立
て
地
（
深
川
区
浜
園
地
区
）
に

設
置
さ
れ
た
関
東
大
震
災
に
よ
る

被
災
者
救
護
施
設
か
ら
、
そ
の
後

陸
続
と
失
業
者
移
民
が
満
洲
の
地

に
送
り
込
ま
れ
た
と
い
う
歴
史
的

事
実
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
関
東
大

震
災
の
被
災
者
た
ち
の
存
在
と
満

蒙
開
拓
移
民
の
送
出
は
ひ
と
つ
な

ぎ
に
捉
え
る
必
要
が
あ
る
。

一
九
二
三
年
（
大
正
一
二
年
）

　

関
東
大
震
災

一
九
二
五
年
（
大
正
一
四
年
）

　

治
安
維
持
法
制
定

一
九
二
九
年
（（
昭
和
四
年
）

　

世
界
恐
慌

一
九
三
一
年
（
昭
和
六
年
）

　

満
洲
事
変

一
九
三
二
年
（
昭
和
七
年
）

最
初
の
開
拓
移
民
「
天
照
園

開
拓
団
」
入
植

す
な
わ
ち
関
東
大
震
災
（

一
九
二
三
年
）
か
ら
満
州
事
変
の

勃
発
（
一
九
三
一
年
、
一
五
年
戦

争
の
開
始
）
ま
で
、
た
か
だ
か
八

年
で
し
か
な
い
の
で
あ
る
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
二
年
余
が

過
ぎ
、
被
災
者
た
ち
が
そ
の
ま
ま

取
り
残
さ
れ
る
一
方
で
、
自
民
党

政
権
が
復
活
し
、
今
ま
た
憲
法
改

正
が
取
り
沙
汰
さ
れ
る
現
在
、
関

東
大
震
災
か
ら
一
五
年
戦
争
へ
と

つ
な
が
る
歴
史
的
経
過
を
も
う
一

度
想
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

歴
史
は
、
そ
の
ま
ま
の
形
で
繰

り
返
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
今
、
三
・
一
一
以

降
の
時
代
を
生
き
る
私
た
ち
が
見

据
え
る
べ
き
課
題
が
ど
こ
に
あ
る

か
、
過
去
の
歴
史
が
教
え
て
く
れ

て
い
る
よ
う
に
思
う
。
日
本
ク
リ

ス
チ
ャ
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー
の
使
命

も
、そ
の
こ
と
と
無
縁
で
は
な
い
。

�

（
東
駒
形
教
会
牧
師
）

題字　元総理 片山哲 筆

 

震
災
以
降
の
時
代
を
見
据
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
東
活
動
セ
ン
タ
ー

運
営
委
員
長
　
戒
能
　
信
生
　

の
で
あ
る
。

例
え
ば
、
私
が
個
人
的
に
追
い

続
け
て
い
る
満
蒙
開
拓
移
民
の
最

初
の
送
出
は
、
一
九
三
二
年
六
月

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
初
め
て
の
満

洲
開
拓
移
民
は
、
東
京
深
川
か
ら

送
り
出
さ
れ
た
「
天
照
園
移
民
」

で
あ
る
（
東
京
の
満
蒙
開
拓
団
を

知
る
会
編
『
東
京
満
蒙
開
拓
団
』

ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
一
二
年
）。

こ
の
天
照
園
開
拓
団
は
、「
ル
ン

ペ
ン
移
民
団
」
と
称
さ
れ
、
直
接

的
に
は
一
九
二
九
年
の
ウ
ォ
ー
ル

街
の
株
価
大
暴
落
に
端
を
発
し
た

世
界
恐
慌
の
余
波
と
、
当
時
の
こ

の
国
の
農
村
不
況
に
よ
っ
て
生
ま

れ
た
大
量
の
失
業
者
対
策
が
そ
の
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宣
教
者
の
苦
労
を
思
い
や
り
、
時

代
を
超
え
た
連
帯
感
を
持
つ
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

以
上
の
よ
う
な
こ
と
が
今
年
の

神
学
生
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容

で
し
た
が
、
出
会
い
や
交
流
と
い

う
面
で
は
、
会
が
始
ま
る
と
す
ぐ

全
員
が
親
し
く
な
り
、
教
派
を
超

え
た
仲
間
が
出
来
た
こ
と
は
将
来

牧
会
・
伝
道
に
出
て
か
ら
も
一
人

一
人
に
大
き
な
力
に
な
る
と
確
信

し
ま
し
た
。
献
金
で
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
全
国
の
多
く
の
方
々
に
感

謝
し
て
、
中
身
の
濃
い
交
流
会
に

な
っ
た
こ
と
を
ご
報
告
い
た
し
ま

す
。

院
大
学
神
学
部
教
授
）
は
、
日
本

に
お
け
る
民
芸
学
と
キ
リ
ス
ト
教

の
関
わ
り
を
話
し
て
く
だ
さ
り
、

講
師
の
杉
野
榮
先
生
（
日
本
バ
プ

テ
ス
ト
連
盟
京
都
洛
西
教
会
協
力

牧
師
）
は
、
京
都
の
キ
リ
シ
タ
ン

史
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
ら
れ
ま

す
。
お
二
人
に
共
通
し
て
い
る
視

点
は
、
キ
リ
ス
ト
教
を
土
着
化
さ

せ
る
こ
と
で
は
な
く
、
日
本
の
文

化
の
中
に
民
芸
と
し
て
あ
る
い
は

他
の
宗
教
の
中
に
溶
け
込
ん
で
い

る
キ
リ
ス
ト
教
を
発
掘
し
て
、
育

２
０
１
３
年
３
月
25
日
～
27

日
、
関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
に
て

第
４
回
神
学
生
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
東
京
の
日

本
聖
書
神
学
校
、
農
村
伝
道
神
学

校
、
ル
ー
テ
ル
神
学
校
、
聖
公
会

神
学
院
、
関
西
か
ら
同
志
社
大
学

神
学
部
、関
西
学
院
大
学
神
学
部
、

九
州
か
ら
西
南
大
学
神
学
部
の
７

つ
の
神
学
校
か
ら
13
人
の
神
学
生

が
参
加
さ
れ
て
、
有
意
義
な
交
流

と
学
び
の
時
が
持
た
れ
ま
し
た
。

校
長
の
神
田
健
次
先
生
（
関
西
学

て
て
行
く
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
い
う
考
え
で
し
た
。
杉

野
先
生
は
植
木
で
は
な
く
実
生
化

を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
し
た
。

わ
た
し
た
ち
は
あ
ま
り
に
過
去

の
歴
史
に
無
頓
着
で
、
キ
リ
ス
ト

教
は
西
洋
の
宗
教
で
あ
る
と
い
う

思
い
込
み
を
持
っ
て
い
て
、
ア
ジ

ア
で
生
ま
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
が
東

の
中
国
や
朝
鮮
や
日
本
に
伝
え
ら

れ
て
き
た
こ
と
を
無
視
し
す
ぎ
で

す
。
伊
勢
神
宮
の
石
灯
籠
に
ダ
ビ

デ
の
紋
章
が
付
い
て
い
る
こ
と
や

ご
神
体
の
鏡
に
は
裏
に
ヘ
ブ
ラ
イ

語
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
、
全
国

の
神
社
の
境
内
が
聖
書
に
記
さ
れ

て
い
る
神
殿
と
同
じ
配
置
に
な
っ

て
い
る
こ
と
、
西
本
願
寺
に
「
世

尊
布
施
論
」（
跡
継
ぎ
が
説
く
愛

関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
活
動
セ
ン
タ
ー

 
●
２
０
１
２
年
度
「
神
学
生
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
」  

第
４
回

 

「
日
本
文
化
と
キ
リ
ス
ト
教

―
京
都
に
お
け
る
キ
リ
シ
タ
ン
文
化
を
訪
ね
て
―
」

校
長
：
関
西
学
院
大
学
神
学
部
教
授　

神
田 

健
次
さ
ん

講
師
：
日
本
バ
プ
テ
ス
ト
連
盟
京
都
洛
西
教
会
協
力
牧
師　

杉
野 

　
榮
さ
ん

２
０
１
３
年
３
月
２
５
日（
月
）
～
２
７
日（
水
）

の
教
え
）
い
う
表
題
に
な
っ
て
い

る
漢
文
の
「
山
上
の
垂
訓
」
が
保

存
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
考
え

合
わ
せ
て
も
、聖
書
や
ユ
ダ
ヤ
教
、

キ
リ
ス
ト
教
が
日
本
に
伝
え
ら
れ

て
根
付
い
て
い
る
こ
と
、
民
衆
の

芸
術
「
民
芸
」
の
中
に
色
濃
く
影

響
が
残
っ
て
い
る
こ
と
を
否
定
す

る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

二
日
目
は
、
京
都
市
内
の
キ
リ

シ
タ
ン
遺
跡
を
訪
ね
る
バ
ス
ツ

ア
ー
を
い
た
し
ま
し
た
。
鴨
川
の

五
条
の
河
原
で
は
、
こ
の
あ
た
り

で
56
人
の
人
々
が
焼
き
殺
さ
れ
た

と
い
う
説
明
に
、
参
加
者
全
員
沈

痛
な
思
い
に
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

川
面
を
流
れ
る
風
も
当
時
を
語
り

か
け
る
よ
う
に
優
し
く
頬
を
撫
で

て
い
ま
し
た
。
妙
心
寺
の
春
光
院

で
は
イ
エ
ズ
ス
会
の
紋
章
の
あ
る

南
蛮
寺
の
遺
鐘
の
説
明
に
当
時
の
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の
か
。

誰
し
も
尊
厳
を
も
っ
て
生
き
て

い
き
た
い
と
願
っ
て
い
る
。
死
に

い
た
る
ま
で
、
最
期
の
最
期
ま
で

そ
う
あ
り
た
い
。
惨
め
に
死
に
た

く
な
い
と
い
う
思
い
は
、
本
当
は

死
に
方
と
い
う
よ
り
、
死
ぬ
直
前

ま
で
の
生
き
方
の
こ
と
を
い
う
。

こ
れ
が
尊
厳
死
と
い
う
言
葉
に
な

る
こ
と
で
、
わ
れ
わ
れ
一
人
ひ
と

り
の
思
い
、
願
い
と
は
別
の
と
こ

ろ
で
わ
れ
わ
れ
の
死
が
問
題
と

な
っ
て
し
ま
う
。
自
分
ら
し
く
死

ぬ
、
人
間
ら
し
く
死
ぬ
と
い
う
願

い
は
裏
切
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
本

当
の
と
こ
ろ
、
わ
れ
わ
れ
は
自
分

自
身
の
死
を
な
ん
と
も
で
き
な
い

か
ら
だ
。「
尊
厳
死
」
の
名
の
下
、

わ
れ
わ
れ
自
身
と
は
別
に
、
誰
か

が
こ
ん
な
生
は
価
値
が
な
い
か
ら

死
ん
だ
も
同
然
で
、
致
死
し
て
よ

い
と
思
う
か
も
し
れ
な
い
。
最
初

の
高
校
生
の
言
葉
は
こ
れ
だ
。
あ

る
い
は
個
人
で
は
な
く
、
社
会
が

そ
の
よ
う
に
判
断
す
る
か
も
し
れ

な
い
。
典
型
的
な
事
例
は
ナ
チ

ス
の
「
慈
悲
殺
」
で
あ
っ
た
。
さ

ら
に
社
会
の
判
断
、
通
念
を
受
け

て
本
人
が
そ
う
思
う
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
そ
れ
な
ら
本
当
に
本

人
が
願
っ
て
い
る
こ
と
で
は
な

く
、
社
会
の
判
断
を
受
け
て
そ
う

考
え
て
い
る
だ
け
だ
。

わ
れ
わ
れ
は
誰
し
も
役
に
立
ち

た
い
と
願
い
、
迷
惑
を
か
け
た
く

な
い
と
思
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て

尊
厳
死
は
、
い
つ
の
ま
に
か
尊
厳

あ
る
生
へ
の
願
い
で
は
な
く
、
迷

惑
を
か
け
た
く
な
い
と
い
う
消
極

的
な
も
の
に
す
り
替
わ
る
。
し
か

し
、
誰
に
も
迷
惑
を
か
け
ず
に
生

き
て
い
る
人
が
こ
の
世
の
中
の
ど

こ
に
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
お
互
い

様
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
日
本
古

来
の
「
姥
捨
て
」
伝
説
は
、
じ
つ

は
養
老
伝
説
で
あ
っ
た
と
い
う
大

谷
先
生
の
指
摘
も
示
唆
的
で
あ
っ

た
。
本
当
の
意
味
で
尊
厳
と
は
何

な
の
か
。
わ
た
し
も
、
死
で
は
な

く
、
生
の
事
と
考
え
た
い
。

う
語
が
「
死
」
と
結
び
つ
く
こ

と
で
、
ど
の
よ
う
な
価
値
観
が

生
ま
れ
る
の
か
。

四
、
そ
れ
は
「
権
利
」
な
の
か
。

こ
れ
に
つ
い
て
映
画
「
海
を
飛

ぶ
夢
」「
ミ
リ
オ
ン
・
ダ
ラ
ー
・

ベ
イ
ビ
ー
」「
わ
た
し
を
離
さ
な

い
で
」、
ま
た
現
代
に
お
け
る
安

楽
死
や
尊
厳
死
と
い
う
概
念
の
変

遷
、
カ
レ
ン
事
件
、
報
道
に
お
け

る
扱
い
方
な
ど
な
ど
多
角
的
に
分

析
し
て
、
お
話
し
く
だ
さ
っ
た
。

大
谷
先
生
の
お
話
か
ら
大
き
く

刺
激
を
受
け
た
。
な
ぜ
尊
厳
あ
る

生
で
は
な
く
、
尊
厳
死
な
の
か
。

尊
厳
と
い
う
の
は
「
生
き
る
」
こ

と
に
付
け
ら
れ
る
は
ず
だ
が
、
な

ぜ
「
死
ぬ
」
こ
と
に
付
け
ら
れ
る

者
が
、社
会
の
た
め
に
、自
ら
「
尊

厳
死
」
を
選
ぶ
よ
う
に
支
援
し
導

く
よ
う
な
社
会
こ
そ
が
、
進
化
し

た
社
会
で
あ
る
」
と
の
答
案
に
出

会
い
、
愕
然
と
し
た
と
い
う
。
こ

の
高
校
生
の
発
言
に
は
、「
進
化
」

や
「
支
援
」、「
社
会
の
た
め
」、

と
り
わ
け
「
尊
厳
死
」
と
い
っ
た

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
言
葉
が
使
わ
れ
つ

つ
も
、
老
人
や
障
害
者
の
生
命
を

価
値
の
な
い
者
と
し
て
切
り
捨
て

る
の
が
当
然
だ
と
い
う
考
え
が
横

た
わ
っ
て
い
る
。
ド
キ
ッ
と
す
る

の
は
、
こ
の
思
想
を
「
尊
厳
死
」

と
い
う
言
葉
で
表
現
し
て
い
る
点

で
あ
る
。

一
、
安
楽
死
は
ま
ず
い
け
れ
ど
、

尊
厳
死
（
治
療
の
停
止
）
な
ら

自
然
死
な
の
で
よ
い
と
言
え
る

の
か
。

二
、
本
当
に
安
楽
死
と
尊
厳
死
を

分
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

三
、「
安
楽
」
や
「
尊
厳
」
と
い

二
〇
一
二
年
度
修
学
院
フ
ォ
ー

ラ
ム
「
高
齢
を
生
き
る
」
の
最
後

は
、
立
命
館
大
学
の
大
谷
い
づ
み

先
生
を
お
招
き
し
て
、「
自
分
ら

し
く
、人
間
ら
し
く
死
に
た
い
？
」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
も
と
に
お
話

し
い
た
だ
き
、
話
し
あ
い
の
時
間

を
も
っ
た
。

大
谷
先
生
は
も
と
も
と
東
京
学

芸
大
附
属
高
校
の
教
員
を
な
さ
っ

て
い
た
と
い
う
。
公
民
科
の
授
業

を
担
当
し
て
い
る
と
き
に
生
命
倫

理
の
授
業
の
な
か
で
、
あ
る
高
校

生
が
書
い
た
「
老
人
や
重
度
障
害

 

●
２
０
１
２
年
度 

修
学
院
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
高
齢
を
生
き
る
―
認
知

症
・
胃
ろ
う
・
尊
厳
死
を
見
据
え
て
―
」  

第
４
回

 
「「
自
分
ら
し
く
、
人
間
ら
し
く
」
死
に
た
い

　
　
　
― 

尊
厳
死
・
安
楽
死
を
考
え
る
」

立
命
館
大
学
産
業
社
会
学
部
教
授　

大
谷
　
い
づ
み
さ
ん

２
０
１
３
年
１
月
１
９
日
（
土
）
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◆関東活動センター
■聖書を読む講座
「はじまりの聖書～旧約聖書の人間
模様」
講　師：	吉岡康子さん（青山学院短

期大学宗教主任）
日　時：	2013年2月～ 6月の第３月

曜 日（19:00 ～ 20:30） ・
原則月 1回　全 5回

④ 5月 20日　⑤ 6月 17日
＊第 1～３回は終了
会　場：	日本キリスト教会館 6 階

会議室
参加費：	1,200 円／学生 500 円
共　催：	早稲田奉仕園

「聖書によれば同性愛は罪？－わた
しらしい性と生のために」
講　師：	山口里子さん（日本フェミ

ニスト神学・宣教センター
　共同ディレクター）

日　時：	2013年4月～ 12月の第 2
月曜日（18:30 ～ 20:00）・
原則月 1回　全 8回

②5月13日　③6月10日　④7
月 8日　⑤ 9月 9日　⑥ 10 月 7
日　⑦11月11日　⑧12月9日
＊第1回は終了
会　場：	日本キリスト教会館 6 階

会議室
参加費：	1,200 円／学生 500 円　

全 8 回 8,000 円 ／ 学 生
3,500 円

共　催：	早稲田奉仕園

■宗教対話プログラム　
シリーズ「キリスト教の周辺の人々」
「海舟と諭吉がキリスト教に求めた
もの」
講　師：	鈴木健次さん（ＮＨＫ会友、

大正大学名誉教授）
日　時：	2013 年 6月 21日（金）

18:30 ～ 20:30
会　場：	日本キリスト教会館
参加費：	1,000 円／学生 500 円
シリーズ「今、悲しみの最前線で」
「在宅ホスピスの現場から見た医の原点」
講　師：	川越厚さん（元賛育会病院

院長、在宅ケア支援グルー
プ・パリアン代表）

日　時：	2013 年 7 月 20 日（ 土）
14:00 ～ 16:30

会　場：	日本キリスト教会館
参加費：	1,000 円／学生 500 円
◆関西セミナーハウス　修学院きらら山荘
■能を楽しむ夕べ in 修学院きらら山荘
第 9回　能『卒都婆小町』
日　時 :	 2013 年 5月 31日（金）

17:30 ～
第10回　能『山　姥』
日　時：	2013 年 7月 19日（金）

17:30 ～
解説・出演：林宗一郎さん（観世流

能楽師）　
会　場：	関西セミナーハウス
各定員：	50 名
能観賞料金： 1,500 円／大学生　

1,000 円／中高生　800円 
小学生以下無料（ご宿泊の方は無料）
■林宗一郎を囲んでの懇親会
日　時：	上記各回能楽鑑賞後
会　場：	関西セミナーハウス　茶室

清心庵
費　用：	1,000 円／大学生 900 円

／小中高生 800 円
■月釜　清心会
毎月第 2日曜（但し、6月、3月第
3 日曜）1、8 月を除く年 10 回　

9:00 ～ 15:00 受付
於：関西セミナーハウス
年会費：5,000円、臨時会費1,000円
◆関西セミナーハウス活動センター
■お茶のこころと宗教のこころ
2013 年度第 1回「お茶のこころと
キリスト教信仰のこころ」
講　師：	西川和江さん（単立岸和田

栄光教会伝道師）
日　時：	2013 年 5 月 20 日（ 月）

13：30～ 16：30
会　場：	関西セミナーハウス
参加費：	2,000 円 ( 抹茶込 )
■開発教育セミナー
2013 年度第 1回「開発教育入門セ
ミナー」（協力プログラム）
主　催：	（独）国際協力機構関西国際

センター（JICA 関西 )、（公
財）京都市国際交流協会

会　場：	京都市国際交流会館
日　時：	2013 年 6月 23日 ( 日 )

10:00 ～ 16:30
参加費：	無料（要申込み）
申込先：	JICA 関西
■開発教育セミナー
2013 年度第 2回「世界の中のパレ
スチナとイスラエル
～ガザで生きる人々に光をあてて～」
講　師：	古居みずえさん（アジアプレス）
日　時：	2013 年 6 月 29 日（ 土 ）

16:00 ～ 30日（日）12:00
会　場：	関西セミナーハウス
参加費：	10,500 円（1泊 2食込）
■ 2013 年度修学院フォーラム

「いのち」― 生、老、病、死を考える
第 2回「私たちに死ぬ権利は必要
なのか」
講　師：	川口有美子さん（日本ＡＬＳ（筋

萎縮性側索硬化症）協会理事）

日　時：	2013 年 7月 13日（土）
13:30 ～ 17:30

会　場：	関西セミナーハウス
参加費：	1,000 円／学生 500 円

公益財団法人　日本クリスチャン・アカデミー
代表理事　小久保　正

本部事務局
〒 606-8134 京都市左京区一乗寺竹ノ内町 23

TEL 075-711-2147
FAX 075-701-5256

関東活動センター
〒 169-0051　東京都新宿区西早稲田 2-3-18

日本キリスト教会館 1Ｆ
TEL 03-3207-6198
FAX 03-3207-2478

E-mail:info@academy-tokyo.com

関西セミナーハウス /
関西セミナーハウス活動センター
〒 606-8134 京都市左京区一乗寺竹ノ内町 23

FAX 075-701-5256

関西セミナーハウス
TEL 075-711-2115

E-mail:info@academy-kansai.com

関西セミナーハウス活動センター
TEL 075-711-2117

E-mail:office@academy-kansai.org

プログラム案内

2013 年 3 月 1日～ 2013 年 3 月 31 日
� （順不同・敬称略 )

◆関東活動センター
賛助会費
早稲田奉仕園� 300,000
遠藤　育男� 10,000

クリスマス募金
日本聖書神学校学生自治会�  4,000

◆関西セミナーハウス活動センター
賛助会費
長村　光造	 3,000

西村　久代	 5,000
寄付金 ( クリスマス寄付金を含む )
日本キリスト教団経堂緑岡教会� 10,000
斉藤　洋子� 2,000
日本基督教団京都教会� 20,000
日本バプテスト連盟京都洛西教会� 10,000

◆第４回神学生交流プログラム募金
日本基督教団天満教会� 10,000
日野多栄子� 3,000

�以上、感謝をもってご報告申し上げます。

賛助会費・後援会費・寄付金報告

財団本部	 http://www.academy-nippon.com
関東活動センター	http://www.academy-tokyo.com
関西セミナーハウス
	 http://www.kansai-seminarhouse.com/
関西セミナーハウス活動センター
	 http://www.academy-kansai.org


